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ライザー掘削とライザーレス掘削のちがいライザー掘削とライザーレス掘削のちがい
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ライザーパイプ

泥水を注入

カッティングスと
泥水を船上に回収

泥水や
カッティングスが
ドリルパイプと
ライザーパイプの
間を流れる

ドリルパイプ

ドリルパイプ

噴出防止装置
（BOP）

ケーシングパイプ

裸孔

ドリルビット

海底

ちがい❶ 掘削可能な深度
大深度掘削に適する。泥水を使用する 
ことにより、掘削孔を壊さずにより深い
ところまで掘削可能。時間とコストは 
かかるが確実に掘り進むことができる。

浅層部分の掘削に適する。短い期間で
多くの場所を掘削できる。

ライザー
掘削

ライザーレス
掘削

ちがい❷ カッティングスの処理方法

海水を注入

ケーシングパイプ

カッティングスを
海水で押し出す

裸孔

ドリルビット

船上から海底下に泥水をながして掘進
によるカッティングスは貴重な地質試
料として泥水と一緒に船上に回収。泥水
は調整して再利用する。

船上から海水を注入して掘りくずを押
し出す。カッティングスは回収しない。

ちがい❸ 掘削に使うパイプ
泥水循環を行うためにドリルパイプと
ライザーパイプの二重構造。 そのため、
再度パイプを同じ孔に降下しやすい。

ドリルパイプのみで掘る。
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ライザー
掘削

ライザーレス
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